
授業科賢名

授業科目区分

履修区分

現代芸術識（ビジュァルァーツ）　担当教員名

専門科禺一専門共通科目一総合科圏

必修科目 授業形態

配当年次・学期　　2・3年次前期（25年度）　単位数

高嶺格・大谷有花

講義

2単位
授業の到達寅標及びテーマ

　現代の葵術表環を理解する上で必要な蓬確知識の習得を員標に撤作者の立場を基軸とし時に鐙

賞者の視点を交え20世紀後半から現在に至る現代芸術を理解する宮現に流通する美術概念・解釈を

鵜呑みにすることは危険であり20～21世紀の芸術のムーブメント讐外側からの視点ではなく、美術

家のもっ時代・文化・地域・地理的文脈を背景にする、作最概念の理解を深める。

授業の概要

　前半は圭としてパフォーマンス・メディアアートの糊作と発表の経験とおして、魏代菱術として

のビジュアルアーツ表現全般に関しての歴史的意味、時闇轍の変遷を通じた杜会的意映、価値を教

授し、後半は塞として現代絵圃の制作と発表の経験をとおして、現代美術としてのビジュアルアー

ツ表現全般に関しての杜会的意映、価値を教授する冒教負の美術家としての理念、その作晶の成立

過穫と意味を申心に、多様な作家・作銃を紹介しながら、現代芸術の理解と演習への導入を行う。

授業計爾

第1圓：ガイダンス・ビジュアルアーツの概念と杜会の畷わり

第2圓：現代美術を勧る（王）パフォーマンス・メディアアートの先駆者たち

第3圃：現代葵術を知る（2）発展するパフォーマンス・メディアアート

第4圓：現代美術を知る（3）現在形のパフォーマンス・メディアアート

第5回：現代美術を知る（4）プロジェクト型の作晶／地域密着型の作晶

第6圓：パフ老一マンス作晶における流通0）仕縫みと実践例

第7回：ライブアートの杜会的意昧と価値

第8回：まとめとディスカヅション・パフ秀一マンス・メディアアートの視点から

第9圃：現代美術を如る（5）現代絵圃の巨匠たち

第10圓1現代美術を勧る（6）同跨代の多様な平面作家とその作縞

第1ユ回．現代美術を勧る（7）現代絵圃制作者の理念と作晶成立の遜程

第12回：現代美衛を勧る（8）現代絵両制作着の播動と実践的な基確知識

第13圃　美術業界の仕組みと現代絵函を主とする葵術作晶の流遜経路

第14圃：現代絵圃の杜会的意味と価値

第15回　まとめとディスカッシ禽ン・現代絵圃の視点から

履修上の注意

テキスト1適宜、指定する

参考書・参考資料等：適宜、指定する

学生に対する評価：出席と授業への聴組30％　レポート70％
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授業科胃名

授業科良区分

履修区分

東洋美術史 担当教員名　　井上　豪

専門科胃一専門共通科冒一美術理論・美術史科冒

選択科貿 授業形態

配当年次・学期　　1・2年次前期（25年慶）単位数

講義

2単位
授業の到達寓標及びテーマ

　中国の古代美術を概観する。数千年の歴史をもっ中国美術は時代と共に姿を変

え、周辺民族を巻き込んでアジア文化の基層を形作ってきた。古代作晶の数々は、

我々の峡われた原点jをそのまま体現した貴重な遺産といえよう。

　本講座ではスライドによる作晶紹介と共に、文献や考古資料を用いた文化史的背

景の考察も重視する。各時代特有の美術表現と、それを生んだ古代杜会の風土や杜

会の在り方を学び、美術表現の持っ「世界観jにっいての理解を属指したい。

授業の概要

　申国の古代葵術を年㈹煩に取り上げ個別に紹介する。スライドや配付資料を用いた作晶解説だけ

でなく、考吉学の知見に基づく遺跡の概要や文学史・哲学史から見た当跨の文化的背景の考察など

も重視、総合的な見地から美術表現とは何かを考えていきたい。

授業計函

第王回序～古代美術と現代杜会

第2圃　般周脊鋼器

第3圃　三星堆遺跡と長江文明

第4回　鰺侯乙墓

第5回　始皇帝陵

第6圃　兵馬傭坑

第7固　馬王耀漢墓

第8圃馬王堆縞画

第9團　満城漢墓

第10回龍と雲気文

第11回魏晋南北鰯の蕃繭と画論

第12團石棺床と胡人たち

第玉3圃唐代壁函酋墳

第ユ4圃法門寺と正倉院

第亘5回まとめ

履修上の注意

講義は一圓完結のギ読み切り」形式で進める。欠席しても次回の講義に支障は出ないが、

欠席した回の内容は取り返しが利かないので注意されたい。

テキスト

内容に応じ毎圃資料を作成、配付する。

書籍等のテキストは使馬しない。

参考書・参考資料等

必要に応じ講義の中で綴介する。

学生に対する評価

試験成繍60点以上を単位認定要件とし、授業態度と試験成絨を棚昧して総合的に採点する。
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授業科唇名 シルクロ㎞ド図像学1　担当教員名　　井上　豪

授業科員区分　　専門科膏一専門共通科貿一美術1醒論・美術史科胃

履修区分 選択科員 授業形態　　　講義

配当年次・学期　3・4年次前期（25年度）単位数　　　　2単位

授巣の到達冒標及びテーマ
　東極文明の行き交う絹の遺は、インドから東アジアヘ向かう仏教美術の遺としても璽要である。吉代シ

ルク垣一ドの美術は、インドをはじめペルシアや西澤など様カな要索が混じり合い、それらが揮然一体と

なって独特の植界観を形作ってきた。本講座では仏教葵締を申心にガンダーラから申央アジアにかけて作

例を取り上げ、ペルシアやギリシアなど各地の遺融こその源流を辿りながら図像変遷の適程を遺っていく。

広大なユーラシア大隆を舞台に展開した、壮大な文他交流の姿にっいて解説する纈

授業の概要

　仏教美術に見られる様々なモチーフを毎回取り上げて解説し、図像バリエーションと

その意映について考察する竈スライドを用いた図像観察と配付資料による文化的考察を

並行し、多角的視点から古代美術を捉えていきたい。

授業計函

第正圓　ガイダンス
第2回　　概説一シルクロードの遺跡と美術

第3回　　ストゥーパから五重塔へ

第4回　　如来の服制と僧侶の袈裟

第5團　　菩薩の宝冠

第6回　　梵天と帝釈天
第7回　　神将の甲宵

第8回　　邪鬼と箆鴇奴
第9回　　飛天の姿
第10回　極楽のイメージ
第11回　須弥山と箆籍山
第12回　風神の色々
第13回　仏教における龍
第14回　如意宝珠の形象
第玉5回　まとめ

（定期試験）

履修上の注意

講義は一團完結のギ読み切りj形式で進める。欠席しても次回の講義に支障は出ないが、

欠席した回の内容は取り返しが利かないので注意されたい。

テキスト

内容に応じ毎回資料を作成、配付する竈書籍等のテキストは使用しない。

参考書・参考資料等

必要に応じ講義の中で紹介する。

学生に対する評価

試験の成績に授業態度を加味し、授業への取り組み20％、試験成績80％として採点す

る。単位認定要件は玉00点満点で60点以上とする。
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